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論  文  内  容  の  要  旨  
氏  名  （ S i g h i n a s  M i h a e l a  L a c r a m i o a r a）  
論文題名 
 
近世日本における西国巡礼の展開 
―厚誉春鶯『観音霊場記』及び『西国巡礼歌諺註』を中心に― 
 
論文内容の要旨 
巡礼について、星野英紀は「日常的な生活空間を一時的に離れ、宗教の聖地・聖域に参詣し、聖なるものにより近
接しようとする宗教行動」と定義しているが、中国でも古くから天台山や五台山への巡拝が発達し、その伝統は中世
日本にも影響を与え、特に修行の場としての霊山への巡礼を中心に受け継がれていった。そういった中、衆生救済の
ために三十三種に変化すると言われる観音菩薩が示現する霊場を巡拝していく「西国三十三所観音巡礼」（以下、「西
国巡礼」と略）が形作られてくる。「四国八十八ヶ所遍路」より古くに成立したこの霊場めぐりは、当初、修験者や僧
侶に限られていたが、江戸時代には交通網の発展により庶民の参加が可能となり、観光的な要素を取り込みながら、
全国的に広がりを見せるのである。もちろん、こういった西国巡礼の社会的な浸透には、それに関する数多くの出版
物の存在も見逃せない。その中で、当時の衆生教化の一端を知る上で重要なのは、仏僧が観音の縁起利生譚を書き記
した霊場記ものであり、浄土宗の僧、松誉巌的が貞亨 4（1687）年に刊行した『西国洛陽三十三所観音霊験記』が初出
である。宝永 2（1705）年には、その改訂版である『西国三十三所観音霊験記真鈔』（以下、『観音霊験記真鈔』と略）
が出版され、これに触発され、享保 11（1726）年には同じく浄土宗の僧、厚誉春鶯が『西国三十三所観音霊場記』（以
下、『観音霊場記』と略）および、それと一対のものと位置づけられる『西国巡礼歌諺註』を世に問うことになる。厚
誉のこの二書は、享和 3（1803）年に出版され、天保 4（1833）年や弘化 2（1845）年にも再版されていく辻本基定編
纂『西国三十三所観音霊場記図会』（以下、『観音霊場記図会』と略）の元本であり、後代に影響力を保ち続けた点か
ら見ても、注目に値する書であるが、残念なことに、その研究は進んでいるとは言えない。このような状況の下、本
論文では、厚誉の『観音霊場記』と『西国巡礼歌諺註』の思想的・構成的特徴を松誉の『観音霊験記真鈔』との比較
において描き出し、またその後の影響を『観音霊場記図会』を通して論及することで、ツーリズム的な色彩を強め、
その様態も複雑になっていく西国巡礼がどのように宗教的に位置づけられ、展開していったのかを跡づけた。  
まず、第一章において、従来の巡礼研究における西国巡礼の位置づけに触れ、本論文での問題意識を明らかにした。
日本での巡礼に関する研究は、民俗学、歴史学、地理学、社会学といった分野からのアプローチが主であるが、その
中で西国巡礼が有する宗教的意味づけを正面から問うものはほとんど見られず、江戸時代特有の霊場記ものを取り上
げた研究も十分には行われてこなかった。その逆に欧米の研究は巡礼の宗教的意味に着目するが、キリスト教圏等の
直線型の巡礼との対比という観点から円周構造をもつ四国遍路が取り上げられることが圧倒的に多い。そこで、厚誉
の『観音霊場記』と『西国巡礼歌諺註』を軸に、松誉の『観音霊験記真鈔』との内容比較を行いつつ、宗教的な意味
づけの観点から西国巡礼の展開を追うことにしたのである。 
第二章では、厚誉と、厚誉に影響を与えた松誉の生涯と著作に触れた後、『観音霊場記』が受け継ぐ寺社縁起、霊験
説話等の特徴を明らかにしつつ、松誉の『観音霊験記真鈔』からの厚誉の著作への影響について論じた。 
第三章では、『観音霊験記真鈔』との比較を通して厚誉の『観音霊場記』の構成上の特徴に論及した。そこでは、『観
音霊験記真鈔』には本尊縁起譚しか見出せないが、厚誉の『観音霊場記』には本尊縁起譚とともに寺院縁起譚が取り
上げられ、「有縁の霊地」としての特定寺院（三十三ヶ所）に空間的な必然性が生み出されていること、また、『観音
霊験記真鈔』に取り入れられた縁起譚と『観音霊場記』に用いられている霊験譚では、約束される「利益・功徳」が
異なり、縁起譚では来世的な利益が、霊験譚では現世の利益が保証されていることを指摘した。 
第四章では、『観音霊場記』及び『西国巡礼歌諺註』の内容分析により、そこには表層の現世利益的な部分と深層の
来世志向的部分から成り立っている二層構造が存在し、庶民の目を現世利益の方に向かわせ、最後には浄土世界に転
換させようとした、厚誉の意図というものを明らかにした。 
終章では、辻本の『観音霊場記図会』において『観音霊場記』及び『西国巡礼歌諺註』が庶民でも平易に読めるよ
う再構成の上加筆されているが、厚誉の二層構造による宗教的意味づけは変えられることなく、後代にも維持されて
いくことを結論付けた。 
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